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ELMS（北海道⼤学LMS）

•全学的な教育・学習⽀援の
共通基盤

• 2020年3⽉に更新
• 機能の⾼度化・安定化
• セキュリティレベルの向上
• 学習分析機能の充実

• Moodleに学⽣の履修状況を
可視化するツールを導⼊

• 他システムとの認証連携強化
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ELMS（北海道⼤学LMS）の構成
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全学SSO
ELMSポータル
・ユーザ管理
・グループ管理
・お知らせ配信

G Suite
・メール
・カレンダー
・共有ドライブ

Moodle

・学習⽀援

Mediasite

・ストリーミングサーバ

学内
他システム

端末室予約
ファイル共有（Proself）
図書館サービス 等

すべてのサービスを同⼀IDで利⽤可
機能を分散した疎結合構成（NGDLEの考え⽅）



ELMSの利⽤状況（⽇付順 2020年5⽉）
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• 同時ログイン数（同時にログインしようとするユーザ数の最⼤値） 2,020
• 同時接続数（同時に接続しているユーザ数の最⼤値） 46,752



ELMSの利⽤状況（時間順 2020年5⽉）
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• 授業開始時間にログイン操作が集中
• 夜間に課題提出時間が集中（Moodleサービス停⽌の発⽣）

授業開始時間



令和2年度 2学期の利⽤状況
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• 2学期の利⽤状況は落ち着く傾向にあった
• 試験期間の顕著な利⽤増加は⾒られなかった



ELMSポータル お知らせ発信件数

464

1966

0

500

1000

1500

2000

2500

2015~2019平均 2020年

ELMSお知らせ 発信件数
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• オンライン授業実施前と
⽐べて約4.2倍に増加

• お知らせ投稿数は32,670件
（2020年4⽉頭から9⽉末）

• 1⽇あたり180件以上の
お知らせが送付された



学⽣アンケート（オンライン授業の満⾜度）



学⽣アンケート（これからの授業形態）



今後のオンライン授業⽀援に向けて

•オンライン授業の継続実施に向けた体制整備
• ハイブリッド型授業の実施⽅法
• 対⾯授業における感染防⽌対策

•オンライン授業の標準的な教育技術の確⽴
• 同期型・⾮同期型・ハイブリッド型それぞれの標準的で効果的な
実施⼿法の提案
• 学習効果を⾼めるための⼯夫を段階的に取り⼊れる⽅法の普及

• 講義⽅法、質疑応答、課題へのフィードバック 等

•教育DX実現に向けた枠組み提案が不可⽋



枠組み例︓デジタル・シームレス学習
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